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平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

消
し
ま
し
ょ
う

　
　そ
の
火
そ
の
時

　そ
の
場
所
で

　

平
成
二
十
八
年
度
の
愛
媛
県
消

防
大
会
が
、
五
月
十
八
日
（
水
）

午
後
一
時
か
ら
松
山
市
道
後
町
二

丁
目
「
ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

サ
ブ

ホ
ー
ル
」に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
消
防
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
お
互
い
に
団
結
を

強
め
伝
統
あ
る
消
防
精
神
を
高
揚

し
、
消
防
活
動
に
対
す
る
県
民
の

期
待
に
応
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
当
日
は
、
戒
能
潤
之
介

県
議
会
副
議
長
、
林
学
県
警
察
本

部
長
、上
村
俊
之
県
町
村
会
長（
上

島
町
長
）
ほ
か
多
数
の
来
賓
の
臨

席
を
得
て
、
県
内
の
各
市
町
か
ら

は
消
防
団
員
、
消
防
職
員
、
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
員
及
び
自
主
防
災
組

織
員
な
ど
関
係
者
約
七
〇
〇
名
が

出
席
し
た
。

　

ま
た
、
公
益
財
団
法
人
日
本
消

防
協
会
秋
本
敏
文
会
長
か
ら
大
会

の
成
功
を
祈
念
す
る
祝
電
が
届
い

た
。

　

大
会
は
、
萬
條
裕
業
務
執
行
理

事
の
「
開
会
の
こ
と
ば
」
に
続
き
、

主
催
者
あ
い
さ
つ
と
し
て
、
県
知

事
代
理
上
甲
俊
史
副
知
事
か
ら

「
近
い
将
来
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る
本
県
に

お
い
て
、
大
規
模
・
複
雑
多
様
化

す
る
災
害
か
ら
住
民
の
生
命
、
身

体
及
び
財
産
を
守
る
た
め
、
消
防

防
災
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
災
害
時
に
迅
速
か
つ
的
確

な
情
報
収
集
や
救
助
活
動
を
行
う

た
め
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
更

新
を
行
う
ほ
か
、
消
防
団
を
地
域

防
災
の
中
核
を
担
う
不
可
欠
な
存

在
と
し
て
位
置
付
け
、
少
子
高
齢

化
に
よ
る
団
員
数
の
減
少
や
団
員

の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
化
率
の
上
昇
と

い
っ
た
、
様
々
な
課
題
に
対
し
、

地
域
の
皆
様
の
御
理
解
御
協
力
を

得
な
が
ら
、
適
切
に
対
応
す
る
な

ど
、
県
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保

へ
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

か
ら
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。」
と
あ
い
さ

つ
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
土
居
敏
夫
会
長
か

ら
「
昨
年
か
ら
全
国
で
発
生
し
た

災
害
等
で
被
災
さ

れ
た
方
へ
ご
冥
福

や
、
団
員
に
日
頃

の
活
動
に
対
す
る

お
礼
、
ま
た
「
消

防
団
員
確
保
キ
ャ

ラ
バ
ン
事
業
」
や

「
女
性
消
防
団
員

加
入
促
進
ア
ピ
ー

ル
大
会
開
催
事

業
」
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
引

き
続
き
「
え
ひ
め

愛
顔
で
消
防
団
員

五
月
十
八
日

　愛
媛
県
護
国
神
社

第
九
十
一
回

愛
媛
県
殉
職
消
防
職
団
員
慰
霊
祭

　

第
九
十
一
回
愛
媛
県
殉
職
消
防

職
団
員
慰
霊
祭
が
五
月
十
八
日

（
水
）
午
前
一
〇
時
三
〇
分
か
ら

愛
媛
県
護
国
神
社
に
て
執
り
行
わ

れ
た
。

　

祭
場
は
、
新
緑
に
包
ま
れ
た
神

社
に
殉
職
消
防
職
団
員
六
十
五
柱

を
お
祀
り
し
、
ご
遺
族
、
消
防
協

会
役
職
員
及
び
県
下
の
消
防
団
幹

部
ほ
か
関
係
者
約
三
百
八
十
名
が

正
装
に
身
を
包
み
、
厳
粛
か
つ
威

儀
を
正
し
て
参
列
し
た
。

　

開
式
の
辞
に
始
ま
り
、
宮
司
に

よ
る
祝
詞
奏
上
、
祭
主
土
居
消
防

協
会
長
、
中
嶋
遺
族
会
長
、
参
列

者
代
表
が
玉
串
奉
奠
し
、
諸
霊
の

冥
福
を
祈
り
、
慰
霊
祭
は
滞
り
な

く
終
了
し
た
。

　

そ
の
後
、
み
ゆ
き
会
館
に
お
い

て
遺
族
会
総
会
に
移
り
、
役
員
改

選
や
、
九
月
二
十
九
日
に
執
り
行

わ
れ
る
全
国
消
防
殉
職
者
慰
霊

祭
（
東
京
都
虎
ノ
門
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
）
へ
の
参
列
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、
昼
食
を
共
に
し

な
が
ら
懇
談
し
、納
会
と
な
っ
た
。

総
会
結
果

・
役
員
改
選

　

会　

長

　
　
　

中
嶋　

義
隆
（
再
任
）

　

副
会
長

　
　
　

八
木
ト
モ
江
（
再
任
）

　
　
　

高
木　

法
子
（
再
任
）

・
全
国
慰
霊
祭
参
列
者　

五
名

応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
の
事
業

を
継
続
し
、
団
員
確
保
に
繋
げ
た

い
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
参
加
機
関
を
代
表
し

て
、
愛
媛
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
大
森
幸
子
会
長
か
ら
消

防
団
や
消
防
関
係
者
の
活
動
に
対

す
る
感
謝
と
お
礼
、
い
ざ
と
い
う

時
に
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
共
助
の
精

神
の
大
切
さ
を
述
べ
ら
れ
た
後
、

表
彰
に
移
り
、
ま
ず
始
め
に
、
西

条
市
農
業
協
同
組
合
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
北
条
郵
便
局
、
末
広
工

業
株
式
会
社
に
愛
媛
県
消
防
団
協

力
事
業
所
県
知
事
表
彰
、
次
に
松

野
町
消
防
団
に
愛
媛
県
消
防
協
会

会
長
表
彰
（
表
彰
旗
）、
続
い
て
、

下
畑
野
川
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
（
久

万
高
原
町
）
に
愛
媛
県
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰
が

あ
り
、
会
場
か
ら
は
受
賞
者
に
対

し
て
、盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

受
賞
者
代
表
（
松
野
町
消
防
団

　

岡
本
純
一
団
長
）
か
ら
、
表
彰

の
名
誉
に
恥
じ
る
こ
と
な
く
、
今

後
一
層
訓
練
に
励
み
最
善
を
尽
く

し
ま
す
。と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

意
見
体
験
発
表
で
は
、
は
じ
め

に
東
予
支
部
か
ら「
守
る
た
め
に
」

と
題
し
、
新
居
浜
市
消
防
団　

堀

田
公
団
長
、
中
予
支
部
か
ら
「
挑

戦
」
と
題
し
東
温
市
消
防
団　

羽

藤
一
恵
団
員
、南
予
支
部
か
ら「
私

た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ
い
て
」
と

題
し
内
子
町
消
防
団　

池
田
幸
江

部
長
が
発
表
し
た
。
消
防
職
員
か

ら
は
、
西
予
市
消
防
本
部　

若
宮

澄
人
消
防
副
士
長
が
「
伝
達
と
い

う
攻
め
」
と
題
し
た
意
見
発
表
が

り
、
最
後
に
、「
伊
予
市
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
取
組
」
と
題

し
て
伊
予
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会　

南
山
崎
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ　

谷
本
恵
副
会
長
が
発
表
し

た
。

　

続
い
て
、
山
口
大
学
大
学
院
創

成
科
学
研
究
科
准
教
授　

瀧
本
浩

一
氏
を
お
迎
え
し
、「
地
域
防
災

の
考
え
方
と
か
か
わ
り
方
」
と
題

し
た
講
演
が
あ
り
、
消
防
団
や
自

主
防
災
組
織
等
が
ど
の
よ
う
な
活

動
を
す
べ
き
か
な
ど
わ
か
り
や
す

く
面
白
い
説
明
に
会
場
か
ら
は
笑

い
声
や
拍
手
が
起
こ
っ
た
。

　

講
演
後
、
閉
会
行
事
に
移
り
、

中
川
一
夫
業
務
執
行
理
事
の
発
声

に
よ
り
「
万
歳
三
唱
」
の
あ
と
、

松
山
市
消
防
局
か
ら
八
月
二
十
四

愛
媛
県
消
防
大
会

平
成
二
十
八
年
度

五
月
十
八
日

　ひ
め
ぎ
ん
ホ
ー
ル

日　

松
山
市
中
央
公
園
に
て
四
国

で
初
の
開
催
と
な
る
「
第
四
十
五

回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会
」
に

つ
い
て
案
内
が
あ
っ
た
。

　

結
び
と
し
て
、
井
戸
善
昭
業
務

執
行
理
事
の
「
閉
会
の
こ
と
ば
」

で
締
め
く
く
ら
れ
盛
会
裏
に
終
了

し
た
。
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支
部
だ
よ
り

来
る
べ
き
大
規
模
災
害
に
備
え
て

西
条
市
消
防
団

副
団
長

　矢や

畑ば
た

　賢け
ん

治じ

　

平
成
十
六
年
十
一
月
一
日
に
、

西
條
市
、
東
予
市
、
丹
原
町
、
小

松
町
が
合
併
し
、
新
た
な
西
条
市

消
防
団
が
発
足
し
て
は
や
十
二
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
私
も
本
年
四

月
よ
り
副
団
長
を
拝
命
し
、
諸
先

輩
方
が
築
い
て
き
た
伝
統
あ
る
西

条
市
消
防
団
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
活
性
化
す
る
べ
く
、
若
さ
を
武

器
に
日
々
邁
進
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
と

お
り
、
平
成
二
十
五
年
十
二
月
に

愛
媛
県
が
発
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
の
被
害
想
定
に
お
い

て
、
西
条
市
は
、
甚
大
な
被
害
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
高
い
確
率
で
発
生
が

見
込
ま
れ
、
一
度
発
生
す
れ
ば
大

規
模
な
災
害
を
も
た
ら
す
、
こ
の

地
震
に
、
団
員
と
し
て
対
峙
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
か
、
正
直
不
安

を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。

　

西
条
市
消
防
団
で
は
、
平
成

二
十
四
年
度
か
ら
三
年
間
、
分
団

長
以
上
の
幹
部
を
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
へ
派
遣
し
、
発
災
直
後

の
対
応
か
ら
復
興
事
業
に
至
る
研

修
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う

な
経
験
を
今
後
の
消
防
団
活
動
に

活
か
す
べ
く
、
三
年
計
画
で
大
規

模
災
害
を
見
据
え
た
、
各
種
の
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
は
班
長
以
上
約
五
百
名
を
対

象
と
し
た
防
災
対
策
講
習
会
も
計

画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
、
市
内

の
総
合
防
災
訓
練
や
水
防
訓
練
、

独
居
高
齢
者
宅
へ
の
訪
問
な
ど
、

地
域
活
動
へ
の
積
極
的
な
参
加
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。私
は
、

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
防
災
力

を
強
化
す
る
た
め
に
は
、
消
防
団

員
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
住
民
の
防
災
意
識
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
甚
大
な
被

害
が
想
定
さ
れ
て
い
る
西
条
市
で

は
あ
り
ま
す
が
、
発
災
時
に
は
防

女
性
消
防
団
だ
よ
り

―
と
も
に
―

西
予
市
消
防
団

　
　三
瓶
方
面
隊

式し
き

地ち

　祥し
ょ
う
こ子

災
の
要
と
し
て
消
防
団
員
が
地
域

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
と
と
も

に
、日
頃
か
ら
行
政
や
常
備
消
防
、

自
治
会
、
自
主
防
災
組
織
、
そ
し

て
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
と
連
携

を
深
め
、
日
々
の
訓
練
を
大
切
に

し
、
大
規
模
災
害
に
対
す
る
準
備

を
進
め
る
こ
と
が
、
被
害
を
少
し

で
も
減
ら
す
こ
と
に
繋
が
る
の
だ

　

私
が
住
ん
で
い
る
西
予
市
三
瓶

町
は
南
予
北
部
に
位
置
し
、
宇
和

海
に
面
し
た
、
柑
橘
類
の
果
実
栽

培
や
魚
の
養
殖
、
養
豚
業
の
盛
ん

な
町
で
す
。

　

三
瓶
方
面
隊
に
在
籍
す
る
女
性

消
防
団
員
は
、
平
成
二
十
八
年
四

月
二
日
現
在
で
五
名
。

　

平
成
十
五
年
四
月
に
誕
生
し
、

現
在
十
三
年
目
と
歴
史
は
浅
い
も

の
の
、
各
種
訓
練
へ
の
参
加
を
は

じ
め
、
防
火
・
防
災
活
動
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
講
習
会
等
を
積
極
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
、

⑴　

春
季
、
秋
季
に
行
っ
て
い
る

　

非
常
招
集
訓
練
へ
の
参
加

⑵　

第
三
分
署
署
員
と
合
同
で
の

　

救
命
救
急
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

⑶　

行
事
へ
の
参
加　

で
す
。

　

年
間
の
行
事
は
、

①
方
面
隊
各
種
訓
練

②
夏
祭
り
会
場
で
の
救
命
救
急
、

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
、
起
震
車
体
験　

③
西
予
市
消
防
出
初
式　

④
秋
季
（
年
末
）
防
火
パ
レ
ー
ド

⑤
三
瓶
町
消
防
操
法
大
会　

⑥
園
児
の
防
火
パ
レ
ー
ド　

⑦
女
性
消
防
活
性
化
大
会（
全
国
・

　

県
・
南
予
）　

⑧
各
種
防
災
訓
練
、
関
係
機
関
会

　

議　

等
で
す
。

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
に
実
施

さ
れ
た
西
予
市
地
震
・
津
波
防
災

訓
練
（
内
閣
府
共
催
）
は
、
町
内

外
の
多
く
の
関
係
機
関
の
参
加
協

力
の
も
と
、
全
町
に
於
い
て
、
陸
・

海
・
空
と
大
規
模
な
訓
練
で
し
た
。

女
性
消
防
団
員
も
、
居
住
地
区
に

お
い
て
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、

津
波
避
難
訓
練
参
加
後
の
陸
上
自

衛
隊
の
炊
き
出
し
訓
練
に
合
流

し
、
炊
き
出
し
の
サ
ポ
ー
ト
と
配

食
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
経
験
で
し
た
が
、
一

人
ひ
と
り
が
防
災
を
「
自
分
の
こ

と
」
と
自
覚
し
、
い
ざ
と
い
う
時

の
行
動
を
考
え
て
、
日
頃
備
え
る

べ
き
事
を
明
ら
か
に
し
、「
自
ら

何
を
す
べ
き
か
」
を
考
え
、
防
災

に
か
か
わ
る
意
識
を
高
め
る
い
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
歴
史
の
浅
い
、
地

方
の
小
さ
な
消
防
団
で
す
が
、
町

内
の
各
機
関
と
と
も
に
、
そ
し
て

何
よ
り
も
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
自
ら
考
え
て
行
動
し
、

防
火
防
災
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

～
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
向
け
て
～

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
団
長
を
中
心
に
、

市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
、
守
り
の
防
災
か
ら
攻
め
の
防

災
へ
の
変
革
を
図
り
、
積
極
的
な

消
防
団
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

団
員

地域での防災訓練指導の様子 大規模災害を想定しての机上訓練

副団長による各分団の機械器具点検実施状況の巡視
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私
は
、
新
居
浜
市
女
性
消
防
団

の
一
員
と
し
て
「
第
二
十
二
回
全

国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
北
海
道

大
会
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
印
象
に

残
っ
た
こ
と
が
三
点
あ
り
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
福
島
県
の
事
例
発

表
「
復
興
で
繋
が
っ
た
女
性
消
防

団
員
の
絆
」
で
す
。
二
〇
一
一
年

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
の

出
来
事
及
び
女
性
消
防
団
員
に
で

き
る
こ
と
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生

後
、
避
難
所
生
活
や
支
援
物
資
の

配
布
で
、
女
性
へ
の
配
慮
が
足
り

な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
た
と

い
い
ま
す
。
災
害
時
に
女
性
の
肉

体
的
、
精
神
的
負
担
を
軽
減
で
き

る
よ
う
に
私
た
ち
女
性
消
防
団
が

努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

　

二
点
目
は
、「
熊
本
県
災
害
概

要
報
告
」
で
す
。
熊
本
県
で
は
震

度
七
の
地
震
が
あ
り
、
被
害
が
大

き
か
っ
た
の
は
今
で
も
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
報
告
を

聞
い
て
、災
害
が
あ
っ
た
と
き
に
、

自
分
自
身
何
が
で
き
る
の
か
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
良
い
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
点
目
は
、「
火
災
予
防
啓
発

劇
・
仮
装
で
ア
ク
シ
ョ
ン
Ｐ
Ｒ
」

で
す
。
仮
装
や
劇
を
す
る
こ
と

で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
り
や

す
く
災
害
に
あ
っ
た
と
き
の
対
策

を
伝
え
る
こ
と
が
出
来
て
い
た
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
北
海
道
の
弟て

子し
か
が屈

消
防
団
の
発
表
で
は
、
団
長

さ
ん
も
参
加
し
て
い
た
の
で
、
私

も
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
新

居
浜
市
で
も
、
劇
や
仮
装
で
ア
ク

シ
ョ
ン
を
作
成
す
る
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
に
も
分
か
り
や
す
く
伝
え

ら
れ
る
行
事
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。

　

砥
部
町
高
市
区
（
七
十
九
戸
）

で
は
、
平
成
十
九
年
に
自
主
防
災

組
織
を
設
立
し
て
以
来
、
毎
年
、

防
災
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

先
日
は
、
大
雨
を
想
定
し
た
土

砂
災
害
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。
高
市
区
地
域
住
民
参
加
型
の

避
難
訓
練
を
実
施
し
、
高
市
区
住

民
三
十
六
名
、消
防
団
員
十
三
名
、

町
職
員
三
十
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
訓
練
内
容
と
し
て
は
、
土
砂

災
害
危
険
個
所
（
土
石
流
）
内
に

あ
る
要
援
護
者
施
設
の
入
居
者
を

消
防
団
員
が
避
難
支
援
し
、
避
難

所
で
あ
る
高
市
小
学
校
体
育
館
へ

の
搬
送
を
実
施
し
ま
し
た
。
住
民

の
避
難
後
、避
難
者
数
を
確
認
し
、

避
難
し
て
き
て
い
な
い
要
配
慮
者

宅
へ
消
防
団
員
が
安
否
確
認
に
出

動
し
、
救
出
を
す
る
と
い
う
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
訓
練
を
契
機
に
、

高
市
区
自
主
防
災
組
織
の
取
り
組

み
と
し
て
、
家
の
見
取
り
図
を
地

域
住
民
に
配
布
し
、
支
援
を
希
望

す
る
方
に
つ
い
て
は
就
寝
場
所
を

記
載
し
て
、
区
長
や
組
長
に
提
出

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
情
報
を
共
有

し
、
災
害
時
に
は
避
難
支
援
す
る

と
い
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

高
市
区
は
、
旧
広
田
村
の
山
間

部
に
位
置
し
、
過
疎
化
・
少
子
化

が
進
む
な
ど
、
年
々
、
地
区
の
住

民
が
激
減
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
普
段
か

ら
近
隣
や
地
域
社
会
と
の
つ
な
が

り
、
結
び
つ
き
が
き
わ
め
て
重
要

で
あ
る
と
再
認
識
し
、
災
害
時
に

一
般
住
民
の
防
災
活
動
等

代
表

　田た

中な
か

　浩ひ
ろ

幸ゆ
き

高
市
区
自
主
防
災
組
織

砥
部
町
高
市
区
自
主
防
災
組
織
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　活
動
に
つ
い
て

効
果
的
な
活
動
が
出
来
る
よ
う
、

訓
練
、
備
蓄
等
の
必
要
な
災
害
へ

の
備
え
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
、

地
域
住
民
が
防
災
に
関
す
る
知
識

を
共
有
し
、
各
家
庭
で
災
害
に
備

え
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
加
を
促
し
、
継
続
的

に
訓
練
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
災
害
に
強
い
地
域
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

第
二
十
二
回 

全
国
女
性
消
防
団
員

　
　
　活
性
化
北
海
道
大
会
に
参
加
し
て

団
員
　山や

ま
ぐ
ち口

　香か

な那

新
居
浜
市
消
防
団

会　　長 土居　敏夫 久万高原町消防団長 (公財）日消　理事

業務執行理事 萬條　 　 裕　 西条市消防団長

業務執行理事 井戸　 善昭　 松山市消防団長
(公財）日消　評議員
消防団確保対策員会委員

業務執行理事 中川　 一夫　 大洲市消防団長

理　事 　 青野　 　 勝　 県市長会会長（西条市長）

理　事 　 清水　 雅文　 県町村会（愛南町長）

理　事 　 永井　 　 孝　 県県民環境部防災局消防防災安全課長

理　事 　 芳野　 浩三　 県消防長会会長（松山市消防局長）

理　事 　 宮武　 髙志　 県消防長会（西条市消防本部消防長）

理　事 　 増田　 智彦　 県消防長会（愛南町消防本部消防長）

理　事 　 堀田　 　 公　 新居浜市消防団長

理　事 　 山本　 明德　 今治市消防団長

理　事 　 岡田　 吉弘　 伊予市消防団長

理　事 　 佐伯　 茂喜　 西予市消防団長

理　事 　 菊池　 眞策　 八幡浜市消防団長

評議員 織川　 真二　 久万高原町消防本部消防長

評議員 西川　 　 傳　 西予市消防本部消防長

評議員 田中　 富造　 上島町消防団長

評議員 山川　 彰夫　 四国中央市消防団長

評議員 飯尾　 　 始　 新居浜市消防副団長

評議員 越智　 勇清　 今治市消防副団長

評議員 高橋　 公一　 西条市消防副団長

評議員 森　 　 光夫　 東温市消防団長

評議員 青野　 光男　 松山市消防副団長

評議員 後藤　 英治　 砥部町消防団長

評議員 池内　 勝彦　 松前町消防団長

評議員 長山南海男　 久万高原町消防副団長

評議員 髙橋　 賢次　 内子町消防団長

評議員 鷹野　 正志　 愛南町消防団長

評議員 菊池　 隼人　 伊方町消防団長

評議員 岡本　 純一　 松野町消防団長

評議員 水野　 和昭　 鬼北町消防団長

監　事 　 曽我部光夫　 四国中央市消防副団長

監　事 　 大西　 浩司　 松山市消防副団長

監　事 　 山下　 忠文　 宇和島市消防団長

平成２８年度　　愛 媛 県 消 防 協 会 役 員 一 覧

理事・監事任期　H28.5.17～H30.5.定時評議員会終結の時まで

（平成28年5月17日現在）

役　職 氏　名 所　　　　　属 備　　　考

評議員任期　H27.5.19～H31.5.定時評議員会終結の時まで
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　平成28年7月15日（金）愛媛県消防協会2階会議室にて、公益財団法人
　日本消防協会から、年金共済部　課長　藤中　将樹様、福祉部　主幹　
正田　正道様、火災共済部　主事　鈴木　教民様を迎え、各市町消防団事
務担当者（18市町　計24名）を対象にした『各種共済制度等に関する説
明会』を開催しました。
　今回は来県した講師のみなさんに愛媛について聞いてみました。
『質問』愛媛でしたいことはありますか？
藤中課長：今日は道後温泉に行ってきます。
正田さん：みかんを食べたいですね、あとポンジュースを買って帰りたい
　　　　　ですね。
鈴木さん：みきゃんが大好きです！消防団員募集のポスターも欲しいな…。

日　

時
：
平
成
二
十
八
年
八
月
二
十
四
日(

水
）

　
　
　
　
　

九
時
～
十
六
時

場　

所
：
松
山
市
中
央
公
園

　
　
　
　
【
陸
上
の
部
】
運
動
広
場

　
　
　
　
【
水
上
の
部
】
ア
ク
ア
パ
レ
ッ
ト
ま
つ
や
ま

Ｗ
Ｅ
Ｂ
：http://rescue-45th.kk-spc.com

/
Facebook

：
松
山
市
消
防
局　

で
検
索

第
四
十
五
回
全
国
消
防
救
助
技
術
大
会

お 知 ら せ

機
関
紙
「
え
ひ
め
消
防
」
四

月
号
に
係
る
お
詫
び

　

四
月
二
十
五
日
に
発
刊
の

『
一
般
住
民
の
防
災
活
動
等
』

に
寄
稿
い
た
だ
い
た
「
今
治

市
消
防
団　

部
長　

藤
倉　

美
保
子
」
の
氏
名
の
読
み
仮

名
が「
ふ
じ
く
ら　

み
ほ
こ
」

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

「
と
お
く
ら　

み
ほ
こ
」
が

正
し
い
読
み
仮
名
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
わ
び
申
し
上
げ

ま
す
。

四国で初の開催となります。
夏休み家族で楽しむ防災の体験
イベントも開催します。
トミカフェスティバルも同時開
催されます。
皆さんぜひ見に来てください。

事務局だより

平成２８年度　愛媛県消防操法地区大会開催日程表

支部 地区 日時 時間 場所

四国中央市大会 5月29日（日） 8:30～ 寒川グラウンド

今治・越智地区大会 6月26日（日） 9：00～ 宮窪石文化運動公園

久万高原町大会 6月19日（日） 9：00～ 笛ヶ滝公園グラウンド

東温市大会 6月26日（日） 9：00～ 東温市消防本部前河川敷

南宇和地区大会 5月29日（日） 13：00～ 南レク城辺公園多目的広場

大洲喜多地区大会 6月5日（日） 9：00～ 五郎大橋上流河川敷グラウンド

宇和島地区大会 6月5日（日） 9：00～ 三間町運動公園グラウンド

西予市大会 6月19日（日） 9：00～ 西予市城川総合運動公園グラウンド

八西地区大会 6月26日（日） 10：00～ 八幡浜市民スポーツパーク

南予

中予

東予

宇和島地区大会久万高原町大会

今治・越智地区大会

四国中央市大会 西予市大会

大洲喜多地区大会

東温市大会八西地区大会

南宇和地区大会




